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論文内容の要旨

〔目的〕

冠動脈バイパス術において 内胸動脈グラフト (1MAG) は遠隔期における開存率が良好であるとさ

れ，今日広く用いられている。しかし，術中における 1MAG流量は大伏在静脈グラフト (S VG) 流量

に比して少ないとされ とくに術後早期における 1MAGの血流供給能に関し懸念されている。本研究は，

冠動脈バイパス術の術後早期において 1MAG流量を直接測定し 1MAGが心筋酸素需要に対応した十

分な血流供給能を有するか否かを明らかにする乙とを目的とした世

〔対象ならびに方法〕

左前下行枝 (LA 0) に 1MAGを吻合した 8 例を対象とし (1 MA群) ，術後平均 2 4 日に心臓カテ

ーテル検査を施行した。グラフト流量測定は教室で新しく開発した cine-densitometry systemを

用いて，安静時および、心房ペーシング負荷時に行った口 LAOIと SVGを吻合した遠隔期症例 8 例を対照

とした (S V群)。心房ペーシング負荷は安静時の1. 5倍の心拍数を目標として行い，心房ぺーシング負

荷による doubl e product (0 P) の増加率に対するグラフト流量の増加率の比(response i ndex) 

をグラフトの血流供給能の指標とした。

〔成績〕

1MA群と SV群との聞には年齢，性別，心筋梗塞の既往を有する症例の比率，冠血管病変枝数，ー笹

例あたりのバイパス本数において有意の差を認めなかった。安静時および、心房ペーシング負荷時の大動脈
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収縮期圧，平均大動脈圧，左室拡張末期圧，心係数は IMA群と SV群との聞に有意、差を認めなかった。

(1) 0 P は IMA群では安静時 1 0.6:t 1. 7 9 x 1 0 3 bea t s 1m i n ・ mmHg であり，心房ペーシング

負荷時に 1 日.7 土 2.5 8 x 1 03 bea t s 1m i n ・ mmHg と有意に増加した(p < O. 0 5) 0 S V群で

は安静時 1 1. 2 :t 2. 9 1 x 1 0 3 b e a t s 1m i n ・ mmHgであり，心房ペーシング負荷時に 1 8.3:t 

4.2 7 x 1 03 bea ts/m in • mmHg と有意に増加した (p<0.0 5) 。安静時および、心房ペーシン

グ負荷時の DP は， IMA群と SV群との間に有意、差を認めなかった。

(2) 1 MAG流量は安静時において 5 2:t2 8ml/min であり，心房ペーシング負荷時に 87 :t 36

ml/min Iと有意に増加した(p < O. 0 1 ) 0 S V G流量は安静時 6 3 士 17ml/min であり，心房

ペーシング負荷時に 1 1 6:t 4 4m 1 1m i n に有意に増加した (p< O. 0 1 )。安静時および心房ペー

シング負荷時の IMAG流量は， SVG流量に比し有意差を認めなかった。

(3) response indexは IMA群では1.4 3:t O. 5 0 であり， S V群の1.5 0 :t O. 3 9 に比し有意差を

認めなかった。

〔総括〕

1. IMAG を用いLAD にバイパス術を施行した 8例について術後早期(平均 2 4 日)に cine-

densi tometry を用いてグラフト流量を直接測定し，その血流供給能に関し SVGを用いた遠隔期

症例 8例と比較検討した。

2. 1 MAG流量は心房ペーシング負荷時において安静時に比し有意に増加した。

3. 安静時および、心房ペーシング負荷時の IMAG流量はSVG流量に比し有意差を認めなかった。

4. 心房ペーシング負荷による double productの増加率に対するグラフト流量の増加率の比は IMA

群との聞に有意差を認めなかった。

5. 以上より，術後早期における TMAG流量は遠隔期における SVG流量と遜色はなく， IMAGは S

VG と同様に心筋酸素需要に応じた血流供給能を有する乙とが明らかになった。

論文審査の結果の要旨

本論文では内胸動脈グラフトを用いて行った冠動脈バイパス術の術後早期において， cine-densitoｭ

metry を用いて安静時のみならずぺーシング負荷時の内胸動脈グラフト流量を直接測定し，大伏在静

脈グラフトと血流供給能を比較検討したものである。

その結果，術後早期の内胸動脈グラフト流量は遠隔期における大伏在静脈グラフト流量に遜色はなく，

内胸動脈グラフトは大伏在静脈グラフトと同様に，心筋酸素需要に応じた血流供給能を有する乙とが明ら

かにされている。

本研究は乙れまで不明であった術後のグラフト流量を直接測定する乙とにより，内胸動脈グラフトの血、

流供給能に関する懸念を解消し，冠動脈ノイイパス術における内胸動脈グラフトの使用に重要な根拠を与え

たものである。
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